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１．提案プロジェクトのねらい

（１）課題

一般の先生方の関心事である学力低下や学力
の基礎・基本の定着に対応したＩＴ教育の実践
がほとんど見られないのが現状で，学力向上に
主眼を置いた教育がＩＴで実現できなければ批
判が高まる。

そこで，学力の向上のためのＩＴ活用とその学
力向上の成果を数値で測定するためのＩＴを活
用した評価方法の確立が，今，求められている。



（４）成果目標

①学力向上について
ｅ－ラーニングシステムの学習履歴システムを使って考察

②家庭でのインターネットの有無と学力との関係について
「家庭学習支援システム」の利用の有無と学力との関係について
考察

③メール（掲示板）による学習支援の効果について
家庭からメールを使って市内約千名の教師に質問できるシステム
の利用

④不登校や病気などで登校できない児童生徒の学習支援の効果につ
いて
学校に登校できない児童生徒に対して，その学習支援に関する考
察

⑤ブログによるホームページの教育利用について
アクセス数や教育効果について考察



家庭学習支援システム

（家庭学習の低下への対応）

（基礎学力向上への対応）

● 家庭からインターネットを
使ってｅラーニング

● 小学１年～中学３年まで１万
題を収録

● つくば市内の小中学生は無料
で利用

● 学校・図書館・公民館・病院
などインターネットさえあれ
ば利用可能

● アクセス半年で１５万アクセ
ス。１日約１０００件
アクセス可能な児童生徒は約
１万人なので視聴率でいえば
１０％になる。

● 利用率の低下が見られない。
魅力ある仕組み作り



家庭学習支援システム画面







つくばオンラインスタディのアクセス状況



利用率の低下への対策

・児童生徒へのパンフ

配布

・１日４００アクセス

が，約１０００アク

セスに向上



実践テーマ：「確かな学力を身に付けるｅラーニングを活用し

たふりかえり学習の実践」

小学校，５年，国語，単元名「短歌と俳句」



実践

ｅラーニングで何度も繰り返して学習 実際に短歌を作ってみました

電子掲示板に掲示して他校へ短歌作品を配信 テレビ会議で短歌を詠みあう





成果

児童は，ｅラーニングでふりかえりながら，基礎・基
本の学習内容を一つ一つ確実に習得することができた。

その結果，授業にｅラーニングを導入した５回目以降
の単元テストのクラス平均点は上がり児童の学力が向上
していることが分かった。



実践テーマ：「確かな学力をつける算数科における

ｅラーニング活用の在り方」

小学校、５年、算数



小学５年 算数 単元「図形の角」

実施クラス（５年生３クラス）

２クラス‥ｅラーニング前にポストテスト

１クラス‥ｅラーニング後にポストテスト



プレ・ポストテストの結果
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ポストテストは，ｅラーニングを実施してからポストテストを行ったクラ
スの方が点数の上昇が高いことが分かる。また，それぞれのデータを分散分
析にかけると，１％水準で優位な差（Ｆ＝9.12，＊＊P＜.０１）が認められ
たので，学習効果が高いことがわかった。

さらに，細かく分析していくと，ｅラーニングを活用した授業でつまずき
を解消した児童が８名みられた。その中で多かったのが，４年生の学習内容
を忘れていたことが原因で間違えたことである。間違えた子どもたちも，次
のつまずきを解消してくれるプログラムで学習することで，これらのつまず
きを解消することができた。



家庭でのインターネットの有無と

学力との関係について １
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（算数を苦手としている児童）

夏休みを利用して１年生からの算数の教材を使って復習を始めた。家
庭で取り組むとともに，夏休みに学校に登校し，ｅラーニング学習に励
んだ。

この結果を見ると，ｅラーニング学習を集中的にした夏休み前（１学
期期末テスト）と夏休み後（図形の角）で，大きく向上しているのが分
かる。



家庭でのインターネットの有無と

学力との関係について ２

単元名：小６ １学期の算数の単元

「数や図形の見方」「分数のたし算とひき算」

「直方体と立方体」「平均」「体積」

利用場面：夏休み期間中，各家庭において

利用環境：各家庭のコンピュータ（インターネット接続済み）

研究の手順：夏休み中，家庭や学校の開放日に少しなりともシステムを

利用した者は３０人中２０人程度いた。

算数の単元をすべて学習した児童は，７人

「数や図形の見方」を学習した児童は１７人

「分数のたし算とひき算」を学習した児童は１０人

「直方体と立方体」を学習した児童は８人

「平均」を学習した児童は９人

「体積」を学習した児童は１２人であった。



学習効果について

分数のたし算・引き算　＋
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教師による人材バンク

• 市内1000名の教師が登録
• ジャンルは学習から趣味まで
• メールで市内の先生に質問



ＷＥＢ上での質問



市内の先生による回答



子供の感想（半年で１０００通以上の感想）



子供の感想２



不登校や病気なで学校に登校できない
児童生徒への学習機会

●筑波大学附属病院訪問学級での利用

指導する先生が，全教科いるわけで
はないので，ｅラーニングが補助的役
割をはたす。

●つくば市教育相談センター

不登校などで学校に登校できない児
童生徒が来所してｅラーニングを利用。

（生徒感想）

オンラインスタディがこんなに楽し
いものだとは知らなかった。



小学校理科での実践



e-Learningによる，完全習得学習

ＣＡＩ（インタラクティブスタディ）の性格
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＜分散分析の結果＞

中位群の学習効果は高いが，
下位群と上位群には，別の手だてが必要である。

＋は，有意傾向がある
＊は，５％水準で有意である
＊＊は，１％水準で有意である



インタラクティブスタディによる評価と
ステップアップ学習

基本ＣＡＩコースで到達度を評価する。

ステップアップ学習（Ａ→Ｂ→Ｃ）

Ａ 先生といっしょコース(70点)
Ｂ ひとりで応用ＣＡＩコース（100点）
Ｃ プリント学習コース

単元の流れ
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先生といっしょコース



ステップアップ学習の成果

課題
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（＊＊） （＊＊）（＊）

ステップアップ学習は知識理解が中心で，思考力に対応
するような学習は用意されていない。共同学習などを取
り入れた発展学習も取り入れていくべきである。

＋は，有意傾向がある
＊は，５％水準で有意である
＊＊は，１％水準で有意である



ブログにしてから毎日更新している

小野川小学校のホームページ



特別活動で子供たち自身がアップして利用した吉沼

小学校のブログを使ったホームページ



ブログ利用の実際

携帯電話からのブログへの書き込み ＰＤＡからの書き込み
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